
令和元年

P ２
P 3

P 4

P 5
P 6

P 7
P 8
P10
P11
P12

（関連記事 9ページ）

第14回ボランティア標語コンクール 最優秀賞　中学生の部

「心のキー　優しい扉　開こうよ」

この広報誌は、共同募金会の配分を受けて作成したものです。

「クリーンウォーク＆史跡めぐり」を開催

大島村健康まつり、平戸市福祉健康まつり
わがまちニュース
教育支援資金
ファミサポ、令和元年度団体会員紹介
ふくしの輪、善意のともしび

歳末たすけあい運動
赤い羽根共同募金運動
地域をつなぐ人形劇、
歳末ふれあいもちつきのご案内
日赤義援金
企業の社会貢献活動
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ひらどひらど
あたたかい笑顔を地域へ

社協だより
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〒859－5115
平戸市新町 95番地の１
TEL：（0950）-22-3138
FAX：（0950）-22-2301

平戸建設
株式会社

・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（財）松浦史料博物館
平戸市鏡川町12番地
TEL:0950-22-2236
FAX:0950-22-2281
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内科・消化器科
医療法人

宮の町581
☎22-2306（代）
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岩の上町1481-1

10月1日（火）

10月11日（金）

10月15日（火）

10月20日（日）

11月3日（日）

11月10日（日）

11月10日（日）

11月23日（土）

平戸市地域婦人団体連絡協議会

田平支部民生児童委員協議会

平 戸 市 母 子 寡 婦 福 祉 会

平 戸 市 社 会 福 祉 協 議 会

中部支部民生児童委員協議会

南部支部民生児童委員協議会

大島支部民生児童委員協議会
平 戸 市 社 会 福 祉 協 議 会

平 戸 市 社 会 福 祉 協 議 会
生月支部民生児童委員協議会

22,396円

17,760円

33,386円

38,109円

集 計 中

集 計 中

集 計 中

実 施 予 定

実 施 日 実 施 団 体 実 施 場 所 募 金 額

　本年も10月1日から全国一斉に赤い羽根共同

募金運動が始まりました。

　早々に各世帯の皆様、企業（法人）や施設、学

校および各種団体など、続々と募金が寄せられて

います。厚くお礼申し上げます。

　この運動は、12月31日（火）まで実施いたしま

すなお一層のご理解とご協力をいただきますよう、

よろしくお願いいたします。　

長崎県共同募金会平戸市支会

赤い羽根共同募金
街頭・イベント募金の結果並びに予定等

本年も10月１日から全国一斉に
　赤い羽根共同募金運動が始まりました。

平 戸 商 店 街 等

平 戸 商 店 街 等

平 戸 瀬 戸 市 場

平 戸 市 文 化 セ ン タ ー
（平戸市福祉健康まつり）

平戸市ふれあいセンター
（ 平 戸 越 南 ま つ り ）

平戸市多目的研修センター
（ 奥 ひ ら ど 文 化 祭 ）

平 戸 市 役 所 大 島 支 所 前
（大島村ふるさとまつり）

平 戸 市 役 所 生 月 支 所 前
（ い き つ き 勇 魚 ま つ り ）

▲地域婦人会
　街頭募金の様子

▲母子寡婦福祉会
　街頭募金の様子

　

▲

瀬戸市場での
街頭募金の様子

ご協力に感謝申し上げます。
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～令和元年度歳末たすけあい募金助成事業～

歳末ふれあいもちつき大会
～令和元年度歳末たすけあい募金助成事業～

歳末ふれあいもちつき大会
日 時
場 所
対 象 者

参 加 費
申込方法
問い合わせ

12月24日（火）13：00～15：00
平戸市福祉保健センター（田平町）
小学6年生までの子ども（幼児を含む）と保護者で
餅つき大会に協力できる方
※小学生のみなさんは、保護者の承諾を得てお申込み下さい。
無料（餅がもらえます）
12月20日（金）までに電話（☎57-2223）にてお申込み下さい。
平戸市社会福祉協議会田平支所（担当：松尾、福浦）
　〒859-4807　平戸市田平町里免90番地
　☎0950-57-2223
◆ボランティアの方による「ぜんざい」がふるまわれます。

～地域をつなぐ人形劇～
赤い羽根チャリティーイベント開催

　10月15日（火）たびら活性化施設において、赤い

羽根共同募金のチャリティーイベント「地域をつなぐ

人形劇」を開催し、近隣の保育園、幼稚園、福祉施設

や親子連れなど約160名が参加

しました。

　人形劇は、全国を巡回し

ている劇団すぎのこによる

「このつぎなあに」が披露さ

れ、巧みな話術と人形さば

きに、園児たちは人形劇を

楽しんでいました。

染川鉄工
ガス・家電・自転車

平戸市津吉町791-11
TEL:27-0012  FAX：27-0513
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牛蒡餅本舗 熊 屋
平戸市魚ノ棚町324
TEL0950-22-2046

創業２５０余年 勝
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～被災地の1日も早い復興を願って～～被災地の1日も早い復興を願って～
平戸市立南部中学校より義援金
　平戸市立南部中学校より、「令和元年8月
豪雨災害義援金」として10,491円、「令和元
年台風第19号災害義援金」として10,675円
が寄せられました。この義援金は、生徒会
が中心となり登校時に義援金の呼びかけを
行いました。

被災地の支援のために
　10月21日（月）門屋 多佐雄 様、古川 隆一 様、
および立石 利一郎 様より、10月19日（土）・
20日（日）に開催された「平戸城下秋まつり」
にて募金活動を行い、「台風19号で被災され
た方々のために役立ててください」と33,759
円を黒﨑会長に渡しました。

お寄せいただきました、それぞれの義援金は、日本赤十字社を通じて被災地の方々の
復旧・復興のために大切に活用されます。ご協力誠にありがとうございました。
お寄せいただきました、それぞれの義援金は、日本赤十字社を通じて被災地の方々の
復旧・復興のために大切に活用されます。ご協力誠にありがとうございました。

各被災都道府県は、日本赤十字社
の各都道府県支部やその他の義援
金の受け入れ団体、報道機関など
の関係者からなる「義援金配分委員
会」を設置し、義援金の配分につい
て協議、決定します。

各被災都道府県における
義援金配分委員会の設置

義援金の募集、
受け付け

日本赤十字社から義援
金配分委員会への送金

配分対象市町村への
送金

市町村から被災者
への義援金の配分

各被災都道府県における
義援金配分委員会の設置

義援金の募集、
受け付け
日本赤十字社は義
援金の受け付けを
開始します。

義援金が被災された
方に届くまで
お寄せいただいた義援金は全額
を被災された皆様にお届けしま
す。

日本赤十字社から義援
金配分委員会への送金
日本赤十字社はお寄せい
ただいた義援金を全額各
被災都道府県に設置され
た義援金配分委員会へ送
金します。

配分対象市町村への
送金
各都道府県の義援金配分
委員会の決定に基づき、
管下の配分対象市町村へ
義援金が送金されます。

被災された方がたから
の申請に基づき、各市
町村から義援金が届け
られます。

市町村から被災者
への義援金の配分



TEL 0950-22-3745

FAX 0950-22-5357

(有)ひらど美装工業

明の川内町299番地2

お掃除のことなら
なんでもおまかせ
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無料貸出キャンペーン申し込み受付中

株式会社第一興商 長崎支店
長崎市宝町4-11大久保宝町第2ビル

TEL 095（813）0321
FAX 095（813）0322

完成！！

企業の社会貢献活動企業の社会貢献活動

自宅で、より安心で快適に過ごすために…

 「リフォームボランティア」

自宅で、より安心で快適に過ごすために…

 「リフォームボランティア」

自宅で、より安心で快適に過ごすために…

 「リフォームボランティア」
　一般財団法人日本住宅リフォーム産業協会
（平戸地区担当（株）中野ハウジング様）が敬老月
間にちなみ一人暮らしの高齢者世帯で、ご自宅
の修理・修繕が必要な箇所を無料で行いました。
　この活動のおかげで、高齢者の方々が、快適
にご自宅で過ごすことができるようになりまし
た。毎年の活動に心よりお礼を申し上げます。
ありがとうございました。

♪唄って楽しくいつまでも元気に！「カラオケボックス」に無料招待♪唄って楽しくいつまでも元気に！「カラオケボックス」に無料招待♪唄って楽しくいつまでも元気に！「カラオケボックス」に無料招待

　平戸市岩の上町の「カラオケボックスみん
なの唄」様より9月9日～ 20日までの期間に、
本会通所介護利用者の方々が「カラオケボッ
クスみんなの唄」に無料招待されました。毎
年、敬老週間にあわせて行われています。
参加された方々は、自慢の喉を披露。カラ
オケを満喫しました。
　「カラオケボックスみんなの唄」様の毎年
のご厚意に深く感謝申し上げます。

網戸の張替えを行ってい

ただき、窓を開けて、空気

の入れ替えができるよう

になりました。
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萩原食肉産業有限会社

－平戸和牛 焼肉 市山－
平戸市築地町530 TEL：22-2439

－市　山　精　肉　店－
平戸市木引田町432

TEL：22-2690/FAX：23－3488
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税理士法人
小田・小島総合会計
　     平戸事務所
平戸市新町14番地1

TEL22-4545　FAX22-3399

佐世保事務所　福岡事務所

～健やかで笑顔とやさしさあふれるまちづくりを目指して！～
「平戸市福祉健康まつり」開催
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～交流とふれあいを深めるために～
　大島村ふれあい健康福祉まつり開催

　10月20日（日）平戸市文化センターにお

いて「平戸市福祉健康まつり」が開催されま

した。保育園児によるアトラクション、福

祉施設の作品展、民生・児童委員による「ふ

れあいもちつき」、「キッズ広場」や各種相談

コーナーなど多くの来場者で賑わいました。

　午後からは、お笑いコンビ「レギュラー」

による「知っておきたい介護の話！」のテー

マで講演が行われ、会場に多くの方が詰め

かけました。

　10月5日（日）大島中学校体育館等をメイン

会場に「大島村ふれあい健康福祉まつり」が開催

されました。当日は、保育園児の「おゆうぎ」や

福祉団体による「ボール運び」等が行われ、会場

は大いに盛り上がりました。午後からは、もっ

てこい長崎レクリエーショングループお手玉の

会　中島　るり子　氏による講演。ユーモアたっ

ぷりの講演に、会場は笑い声がこだましました。

　毎年恒例の長巻寿司も多くの方の参加により

美味しく出来上がりました。ご協力頂いた各ボ

ランティアの方々に厚くお礼申しあげます

　また、会場に設置しておりました「募金箱」には、

32,893円の善意が寄せられました。重ねてお

礼を申し上げます。

新車・中古車販売　整備
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【有】鶴丸設備【有】鶴丸設備【有】鶴丸設備
大久保町1732-4
TEL 23-3629
FAX 23-3921

水廻りの事なら
　お気軽にご相談下さい
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わがまちnews
ニュース

わがまちnews
ニュースわがまちnews
ニュース

～祝・敬老～
生月地区ふれあいお食事会

　9月9日（月）生月町中央公民館において、「ふ

れあいお食事会敬老会」を開催。74名の方が

参加されました。ボランティアグループひま

わり会さんが作られた豪華なお弁当を舌鼓を

打ちました。参加者による沢山の催し物は、

会場を笑いに包みました。

老人会グランドゴルフ大会
（大島地区）

　10月26日（土）秋晴れの下、大島小学校グ

ラウンドで老人会グランドゴルフ大会が行わ

れ、7チーム総勢60名が参加しました。今回

で２回目の開催。グランドゴルフで心地よい

汗を流し、心も体もリフレッシュできました。

米寿会の皆さん
ありがとうございました！

　9月20日（金）田

平町米の内区の老

人クラブ｢米寿会｣

の皆さんが、全国

老人クラブ連合会が取り組んでいる｢社会

奉仕の日｣の一環として平戸市福祉保健セ

ンター周辺の清掃活動を行いました。米寿

会の皆さんありがとうございました。

　10月25日（金）田平町内で電

動車いすを利用している方を対象

に「電動車いす安全運転講習会」

を開催し、14名が参加しました。

平戸警察署の指導のもと、交通事

故防止と電動車いすを安全に利用するための交通ルー

ルについて、道路の横断方法や安全確認等の指導を受

けました。電動車いすを利用されている皆さん、これ

からも安全運転に心がけて下さい。

～これからも安全運転で～
「電動車いす安全運転講習会」開催
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（有）松尾設備

浄化槽管理・清掃
給排水設備工事

TEL 22-3351
FAX 22-5519

お茶とコーヒー

平戸茶園

〒859-5115
平戸市新町70番地
☎0950-22-3266

～ふれあい文化活動～
大島中学校から心温かい贈り物

～デイサービスへ行こう！～  田平東小学校総合学習

～ごみひろい 平戸の町で おもてなし～
「クリーンウォーク＆史跡めぐり」を

開催

　10月5日（土）「クリーンウォーク＆史

跡めぐり」（平戸市ボランティア協議会主

催）を開催。小学生や長崎国際大学の学

生など75名が参加しました。

　平戸観光ウエルカムガイドによる平戸

の名所の案内も併せて行いました。参加

者は、４つのコースに分かれ、清掃活動

を行いました。

　10月21日（月）大島中学校の生徒22名

がデイサービスを訪問。歌やレクリエーショ

ンを通して交流を深めました。

　また、全国大会出場が決まったパワフルな

ダンス、ピアノ連弾も披露し、中学生の訪問

に元気をもらいました。

　10月8日（火）、10月24日（木）に田平東小

学校4年生が通所介護田平事業所を訪問し、仕

事の見学・高齢者との関わり方について理解を

深めました。

　最初は恥ずかしがっていた子どもたちでした

が、2回目の訪問では、歌や自分たちで考えた

レクリエーションを通して交流することで、緊

張も和らぎ楽しいひとときを過ごしました。
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集配いたします
―クリーニング取扱店―

（有）松永産業
〒859-5151 平戸市木引町833-3

TEL 23-3206

　高　　校 35,000円以内 52,500円以内

 60,000円以内 90,000円以内

　大　　学 65,000円以内 97,500円以内

学校別 特に必要と認められる場合貸付上限額（月額）

貸付額

使途例

500,000円以内

入学金、制服・教科書代、敷金、家電製品や生活用品

の支払いなど
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高専・短大・専門学校

生月支店
生月支店山田出張所

生月漁業協同組合
生月町壱部浦168-2
TEL 0950-53-2131

あなたの新生活を応援します！！

教育支援資金のご案内教育支援資金のご案内
　高校、専門学校、大学などへ進学を予定されているお子様がいる世帯に教育資金の貸付

を行っております。ただし、お申込み～審査～審査決定～資金の送金までお時間がかかる

場合があります。入学決定前でも借入申込ができますので、お早めにご相談ください。

１．資金の種類
　①【教育支援費】（授業料、アパート代、生活費など就学するために必要な費用）

　②【就学支度費】（入学に際し必要な費用）

   　 ※①教育支援費のみ、 ②就学支度費のみ、または2種類合わせての借入申込可

２．貸付利子　　無利子

３．償還期間　　10 ～ 20年以内（他奨学金等借入金の総額に応じて設定可）

　　　　　　　　※当該学校を卒業して半年後から返済が開始します

４．連帯保証人　原則1名（ただし、連帯保証人がいない場合も借入申込可）

　　　　　　　　※審査により、保証人の追加が必要な場合があります。

◎その他、詳細につきましては最寄りの社会福祉協議会へお尋ねください。

　　社会福祉法人 平戸市社会福祉協議会

　　【本　　所】TEL　22-2180　　【生月支所】TEL　53-2615

　　【田平支所】TEL　57-2223　　【大島支所】TEL　55-2100

　

無利子

TAISEI
TAISEI TRADING CORPORATION

〒859-5704　生月工場
平戸市生月町山田免1707番地
TEL0950-53-0282
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スポーツ用品
取扱できます

令和元年度  団 体 会員紹 介令和元年度  団 体 会員紹 介

（順不同・敬称略）

令和元年10月31日現在

ご協力に感謝申し上げます。ご協力に感謝申し上げます。

平戸市ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て　応援します！
平戸市ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て　応援します！
平戸市ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て　応援します！
☆2019年10月より

 幼児教育・保育の無償化スタート！
☆2019年10月より

 幼児教育・保育の無償化スタート！
事業の実施時間 6時～22時

利用料金
および
実　　費

通　常
（６時～19時）
早朝・夜間

（通常以外の時間）
土・日・祝日

年末年始（12月29日～1月3日）

実　費

1時間あたり
350円
1時間当たり
400円
1時間当たり
450円
送迎時の車使用料
１回　100円
上記のほか実際に
かかった金額

詳しくお尋ねになりたい方は、  平戸市社会福祉協議会　
平戸市ファミリー・サポート・センター　☎22-2180
　　田中・山浦 まで　お気軽にどうぞ！　(⌒∇⌒)

幼保無償化の仕組み
3～5歳 0～2歳

全ての世帯 住民税
非課税世帯

認可保育所・
認定こども園

認可外
保育施設幼稚園

無 料
月2.57万円まで補助
保育が必要と認定を受ければ
 3～5歳は3.7万円
 0～2歳は4.2万円 まで補助



→次号は令和２年１月15日発行予定です。

ふくしの輪
～地域ボランティア紹介～

ふくしの輪
～地域ボランティア紹介～

■活動地区：下中野地区
■代 表 者：大石　美津代　■会員数：17名
■活動内容：よかよか体操、清掃ボランティア、
　料理講習・会食、季節イベントなど

下中野ひまわり会
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︶

　「下中野ひまわり会」は、自分の体がいつまでも健康でいたいと
いう願いから平成29年に発足し、「よかよか体操」に取り組んで
います。活動は毎週土曜日の19：00より行っています。活動
内容は使用している公会堂の室内外の清掃、料理教室、お花見、
日帰り旅行など和気あいあいと楽しんでいます。
　日々の生活や仕事などで忙しく、近所付き合いが希薄になりが
ちですが、週1回仲間たちと交流し、併せて体操を行うことで心
も体も元気です。これから少しでも健康寿命が延びるように互い
に声をかけ合いながら楽しく活動を続けていきたいと思います。

温暖化の影響からか日本上

陸の回数が多くなった台風。

「自分たちは大丈夫」という

認識は、災害に直面したと

きに自分の命に大きくかか

わることを実感した今回の

台風でした。他人事ではな

く自分事として1人ひとり

が防災意識を高めていくこ

との重要性を感じました。

令和元年
10月15日発行Vol.85
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次回は「菊の会」を紹介します。

善

意

の

と

も

し

び

善

意

の

と

も

し

び


